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京橋地域の地域資源分析 

観光資源 
大阪城、京街道、太閤園、藤田美術館、大阪市公館 
造幣局、天神祭、桜の通り抜け、桜宮だんじり 

施設資源 
グランシャトー、コムズガーデン、ダイエー 
商店街、京阪モール、Kぷらっと、KIKI 

交通資源 
ターミナル駅（京阪電車、JR、地下鉄） 
アクセス、パーキング豊富、傘要らず 

メディア資源 
読売TV、京橋経済新聞、京橋TV 
大京橋、日日新聞、都島区.com 

音楽関連資源 
イズム、ベロニカ、ハイファイブ、セブン
デイズ、大阪城ホール、 BRAVA、コムズ
広場、ダイエー広場、商店街広場、駅前
広場、ストリートライブ 

都市資源 
エリア色、レトロとモダンの融合、個性 
駅近くに集積、物価が安い、目印多い 
下町人情、穴場、路地裏、オシャレ 

人資源 
都島区・城東区住民、サラリーマン 
事業主、ミュージシャン、人が多い 
オヤジ、交流、多国籍、人情、街思い 

飲食関連資源 
多種多彩な飲食店、居酒屋、立ち飲み 
豊富なバー、センベロ、メディア紹介 

夜の街資源 
歓楽街 

オフィス資源 
OBP（大企業）、中小ビル（中小企業） 



目標とするターゲティング層 

京橋勤務者 
ＯＢＰをはじめ京橋には
多くのワーカーがいる。
毎日京橋を利用している
のでリピーターになりや
すい。 

若者 

高齢 

ターゲット 

女性 

男性 

ターゲット 

共通認識 

現状、オッサンの街のイメージが強いので 
若い女性をターゲットにして新たなイメージを 
作っていきたいというのが共通認識としてあった。 

内部 

外部 

京橋近隣住民 
都島区、城東区をはじめ
京橋近隣には多くの住民
がいる。毎日利用してい
るのでリピーターになり
やすい。 

京橋乗換客 
ターミナル駅ということ
もあり、乗換のみで利用
している人は非常に多い。
それらの利用客を顧客と
して誘致する。 

観光客 
円安の影響もあり、キタ
やミナミでは観光客が非
常に増えている。京橋で
もこの外部環境の機会を
活かし誘致する。 

内部、外部のターゲティングについては意見が分かれた。 
リピーターになりやすい内部をターゲットにしていくのか 
新規開拓として外部をターゲットにしてＰＲしていくのか。 
イベント毎にターゲットを変えていくというのも１つの方法。 

オッサンの街からの脱却 



情報発信による地域ブランド化スキーム 

マスメディア 
（社会的評価） 

自社メディア 
（情報公開） 

ソーシャルメディア 
（クチコミ） 

現代の情報発信の形式 

マスメディアで
紹介された情報
を自社メディア
で正しく伝える 

ソーシャルメ
ディアでの誤解
を自社メディア
で正しく伝える 

マスメディアで紹
介された情報を
ソーシャルメディ
アで拡散する 

出典引用：殿村美樹氏／地域ブランド戦略資料（2015） 

マスメディアから動かさなければ 
大きく情報発信する事は出来ない 
継続的に繰り返す事でブランド定着 



アンケート調査結果 

全くそうでない 

あまりそうでない 

どちらともいえない 

少しそうである 

非常にそうである 

■魅力的なイベントがあればその街に行きたいか ■イベントの内容について 
 
１位 味覚イベント 4.0pt 
   （グルメ・バル等） 
２位 視覚イベント 3.9pt 
   （花火・イルミ等） 
３位 聴覚イベント 3.7pt 
   （音楽・ライブ等） 

サンプル数＝113 

■情報収集について 
 
１位 インターネット 4.4pt 
２位 クチコミ 3.9pt 
３位 新聞・雑誌 3.5pt 

■街の利用に関する要因（上位） 
・公共交通機関が集合し便利である4.5pt ・用事を一度に済ますことができる4.4pt 
・飲食店が多い4.1pt ・街の魅力度が高い3.9pt ・夜遅くまで利用できる3.8pt 
・対応やサービスが良い3.8pt ・安心して街を歩ける3.6pt ・こだわりの店3.6pt 



秀吉大茶会 
【企画概要】 

  
大坂の陣400年天下一祭のプロジェクトの一環とし
て「秀吉大茶会」を開催します。 

明治時代の茶室が残る太閤園で風情ある茶会をお楽
しみください。 

各流派の茶道家の先生もお招きし、茶道を嗜んでい
る方も初めての方も楽しみながらお茶の文化を学ん
でいただけます。 
 
進捗／時事通信社の後援 

時事通信社が後援についた事で当日、メディア取材
の確率が大幅にUP。幅広いＰＲに繋げる。 

主／鷲見 

進行中イベント概要１ 

①松花堂茶室の初公開 

文化財の一般初公開 

松花堂弁当の由来の茶室 

 

②貴志家の再来 

世界的バイオリニストの貴
志康一氏、その父は薮内流
茶道家であった 

そして、いま子孫が薮内流
茶道家として活躍中 



進行中イベント概要２ 

主／池田氏 

大坂の陣400年プロジェクト 

「京橋流し祭り！」 

 流しとは、楽器を持って飲食店を周り演
奏や歌を歌う事を言います。曲が気に入
れば投げ銭をお客様にしていただき、そ
れが歌手のギャラになります。京橋は個
人店が多いので流しにも理解があり、今
回のイベントが実現しました！各参加
アーティストが投げ銭額を競います！ 

【協議事項】 
 

① 開催日時 

  9月22日（がもよんフェス同日） 

② 開催場所の範囲 

  商店街エリア 

③ 出演者の範囲 

  京橋アーティスト・京橋外 

④ 新文化「京橋流し」とは 

  立ち飲み店で行うオープン型 



進行中イベント概要３ 

都島区民祭り前夜音楽祭 
【開催主旨】 

 次世代の若者が担うイベントを行い、区民まつりの認
知度を上げ、敷居を低くすることで参加を促進。 
若者同士の交流促進、区コミュニティへの関心、地域へ
の愛着を喚起する。 

２０１４年に区切りの４０回を迎えた「都島区民まつり」。
近年は、若者参加が少なくなり、ステージ出演者の固定
化など、まつり自体のマンネリ化が懸念材料として課題
になる。 
２０１５年に第４１回が開催されることになり、そのまつり
の前夜祭として、2015年９月２５日に「前夜音楽祭」の開
催が決定いたしました。これまでの実行委員会とは別に
の前夜祭運営員を公募し、次世代を中心としたイベント
作りを行い、若年者同士の交流促進、区コミュニティへ
の関心、地域への愛着を喚起する。 
次世代のメディアとしてFacebook・ツイッターなどを始め
とする、SNSを広報として使い、実行・運営委員の顔が
見える親しみやすさを演出。また、都島区出身の女優
「川嶋杏奈」に出演していただき、都島を活動の拠点と
するアーティストをブッキング。新しい音楽祭を開催いた
します。主催者と、出演者と、区民全てをリンクする音楽
を自由に楽しんでいただき、新しい出会いが生まれれ
ば、一番幸いに思います。 

主／小阪氏 



京橋駅前 時計台復活プロジェクト 

〜京橋の新しい未来へ〜 

1970年代から日本バブル景気が始まり、1990年代に平成不況が起こ
り「失われた20年」が過ぎ、2000年にはITバブルそして現在は「ア
ベノミクス」での、日本復活が遂げられた。 
大阪駅の大改造、天王寺駅の再開発、心斎橋付近大型ブティックの
開店など、大阪では大きな変化が起こり、人の流れは大きく変わっ
ていった。 
大阪・京橋において2002年に行われた、京阪京橋駅改造以来15年間
大きな変化もなく、時は流れていく。 
その際に、京橋の象徴の１つであった「時計台」が無くなり、京橋
地区は通過型の都市となってしまいました。 
京橋駅前でのキャッチセールスが横行し、街の治安が悪くなりさら
に京橋駅の利用は減少していく。 
約15年の時を経て、未来へと繋がる新しい「京橋時計台」を設置
し、安心できる街「京橋」の復活をご提案させていただきます。 

提案者／小阪氏 



待ち合わせスポット 

各地方、待ち合わせには「ここっ！」という名物モニュメントが設置されて
いる。梅田駅「ビッグマン」、難波「グリコ看板」、渋谷「ハチ公」など、
繁華街それぞれの地域で、地域を象徴したモニュメントが設置されている。 

梅田 ビッグマン 難波 戎橋 グリコ看板 渋谷 ハチ公 難波 旧ロケット広場 

どの街にも、地域住民や旅行者が集合するための
スポットがあり、街の賑わいの一環を担ってい
る。 
1990年代?に無くなった時計台、2002年に無くなっ
たモールクロックの復活を行い、京橋地区の新し
いランドマークとして未来へと繋がる新たな時計
台の設置が、京橋地区再生の鍵となることが間違
いないと思われる。 
 



京橋駅前 時計台復活プロジェクトチームの結成 

「京橋しゃべり場」として活動を行い、月１回のミーティングを重ね８月で４回を迎えています。 
9月22日に「GAMO4Fes」への参加、9月25日「都島区民まつり 前夜音楽祭」の運営委員として活動が
決まっておりますが、今後の活動を考え今までの活動路線を原則変えず、「京橋しゃべり場」を 
社会的公式な団体として登録の検討をご提案いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

現行法として、適正なものが少なく選択は難しいが、一般社団法人が良いと思われる。 
 
社会的公式な団体となった場合のメリット・デメリットとして 
メリット → ・社会的信用度のアップ⇒寄付などを受けやすい 
  ・行政からの委託業務が受けやすい 
  ・銀行や不動産登記などの事務処理が行いやすい  など 
デメリット→ ・書類作成の業務の増加 
  ・運営は理事・社員総会の合意や決議が必要  など 



時計台設置について(以後の問題など) 

・時計台設置で京橋の何が変わるのか？ 
・時計台デザインについて 
・時計台のコンテンツ 
 (未来へと繋がる新しいコンテンツとして) 
・インバウド対応の始まりとして 
・京橋の街の安心・安全の発信源として 
・設置費用について 
・設置後の維持費について 
 など 
 
意見交換ができればと考えております。 



KPGFとは 

ビジョン/大義 

√ 京橋の地域発展 
√ 京橋に若者を誘致し、京橋のイメージ向上を図る。 
√ 人財の育成を行い、日本の経済を向上させる 
√ 人材の育成を行い、雇用創出を図ること 
√ 海外からのインバウンドを日本にもたらすことを図る 

趣旨/目的 

KYOBASHI PROMOTION GIRL FESTA<KPGS略＞について 

京橋の地域発展を目的として、立ち上がった京橋オリジナルのイベント。 
京橋の地域発展に貢献する観光大使を京橋から発掘する。 
選出された女性は京橋に存在する様々なお店のプロモーショのみだけでなく、京橋全体のプロモーション 
活動をしていく。 

京橋のイメージアップはもちろん、街と街のつながりも深め日本全土を再興させれるようなプロモーション 
ガールを京橋から発掘する。 

ＫＰＧＳプロジェクト／提案者 加藤氏 



京橋は、京阪電車とJRの駅が隣接しており、JRの乗降客数でも天王寺に次ぐ第３位で1日に50万人もの 

多くの人が行き交う街です。また、飲食店街や歓楽街も発展していることから大阪の東の玄関口とも呼ばれ 

ております。 

『伝統と若者が融合した、新しい観光大使オーディション』を行い、国内外から 

たくさんのお客様が足を運ぶ新しい街づくりを行っていきます！ 

京橋の伝統と新しい文化を融合させ、綺麗でオシャレな街づくりを！ 

京橋の代々続く伝統を発信！ 
＜関西へ。日本全国へ。アジアへ。世界へ。＞ 

若者の夢を応援！ 
＜子供達、若年層、社会的弱者、女性＞ 

合わせて“若者を応援・京橋の文化の発信”することを推進し 

“新たな地域活性モデルの発信スポットかつカタチ”を想像します！ 

ＫＰＧＳプロジェクト／開催趣旨 



ＫＰＧＳプロジェクト／実施概要 

イベント名 

 

開催場所 

 

開催日程 

 

開催時間 

 

入場条件 

 

 

開催内容 

 

 

主催 

実施概要 

KYOBASHI PROMOTION GIRL FESTA 

 

京橋の各協力店舗 

 

２週間〜１ヶ月ほど 

 

１１：００〜２３：００ 

 

京橋で働いている、または京橋にゆかりがある 

可愛い女子、イケメン男子 

 

WEB上、又は紙面にて投票を取り、京橋の観光大使を決定する。 

 

 

京橋しゃべり場 

２０１５年秋〜冬に京橋しゃべり場が、京橋でイベントを実施する。 



ＫＰＧＳプロジェクト／実施コンテンツ 

●ゲストを招待してPR（発信、メディア集客、集客UP） 
 
●事前告知ムービー配信（発信、話題性、集客UP、継続的な広告宣伝） 
 
●ナイトコンテンツ（プロジェクションマッピング） 
 
●スター発掘、キッズダンス、雇用創造（社会的、経済的に貢献） 
 
●HP制作（信用性、WEB投票、SNS発信、集客UP） 

✔ 京︎橋にゆかりのあるゲスト ✔ 今︎大人気のオーディション系イベントで若者を集客 



開催日程とテーマについて 

第０回  ３月２０日 基礎調査（地域資源分析） 

          ○京橋の地域資源をみんなで考えよう 

第１回  ４月１７日 基礎調査（ターゲティング） 

          ○どんな人が利用してる？ どんな人を呼び込むのか？ 

第２回  ５月１５日 プロジェクト企画１ 

          ○どのような企画をすればターゲットを呼べるのか？ 

第３回  ６月１９日 プロジェクト企画２ 

          ○京橋流し祭りについての企画を検討 

第４回  ７月１７日 プロジェクト企画３ 

          ○京橋流し祭り ○秀吉大茶会 ○新プロジェクト 

第５回  ８月２１日 プロジェクト進捗状況 

第６回  ９月１８日  

第７回  １０月１６日 

第８回  １１月２０日 

第９回  １２月１８日 
テーマは進行次第で 


